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Aめst盤ct　In　l996，600－meter　deep　core　boring　was　carried　out　at　Yuhigaoka（Latitude34。

39’17”，Longitu（1e　l35。30ラ54”），Osaka　City　in　the　central　part　of　the　Osaka　Plain．The　core

samples　mainly　consist　of　unin（iurated　sand，gravel，silt　and　clay，ranging　in　age　from　the　late

Pliocene　to　middle　Pleistocene．The　core　sediments　are　lithologically　divided　into　YU－A　an（1

YU－B　Formations，in　ascending　or（ier．The　YU－A　Formation　is　composed　of　fluvio－lacustrine

gravel，sand　and　silt，with　YU542，YU400and　YU384volcanic　ash　layers．The　YU542vol－
canic　ash　layer　correlates　with　the　Fukuda　volcanic　ash　layer，which　exists　at　the　horizon　of

the　boun（lary　between　the　lowermost　and　lower　parts　of　the　Osaka　Group．The　YU－B　Forma－

tion　is　composed　of　alternating　be（is　of　marine　clay　and　fluvio－1acustrine　san（1and　silt，and

intercalates　eighteen　volcanic　ash　layers．In　these　volcanic　ash　layers，YU261，YU210，YUl73，

YUl63，YUl28　and　YU651ayers　correlate　with　the　Yellow，Pink，KomyoikeIV，Yama（1a∬，
Azuki，Hacchoike　I　volcanic　ash　layers　of　the　Osaka　Group，respectively．On　the　basis　of　these

correlations，nine　marine　clay－beds　in　the　YU－B　Formation　have　been　identified　as　the　Ma－1，

MaO，Mal，一一一一一，Ma6and　Ma7，in　ascending　order．

要　　旨

　大阪市天王寺区夕陽丘の標高20mの上町台地面から，

深度603．Omまで掘削された夕陽丘ボーリングコアの岩

相・火山灰層序，挟在する火山灰層の岩相・岩石記載的

性質を明らかにした．そして，海成粘土層の挟在層準と

鍵層である火山灰層の岩相・岩石記載的性質に基づい

て，陸上部の大阪層群標準層序，さらに大阪平野地下の

第四系の標準となっているOD－1・OD－2ボーリングコア

との対比を行った．その結果，1）岩相の違いによって，

淡水成の砂・シルト層主体のYU－A層（深度603．O－320．

8m）と海成粘土層と淡水成の砂・シルト層の互層からな

るYU－B層（深度320．8－20．Om）に区分できること，2）

YU－A層中のYU542火山灰層，YU－B層中のYU263，

YU261，YU210，YUl73，YUl63，YUl28，YUl23，
YUll7，YUll3，YU65，YU64火山灰層は，それぞれ，

福田，イエローII・皿，ピンク，光明池IV，山田II，ア

ズキ，トヨダ池，盆ノ池，狭山，八町池1・∬火山灰層

に対比できること，3）これらの火山灰対比に基づき，

＊大阪市立大学理学部（Faculty　of　Science，Osaka　City

　Universityl3－3－138Sugimoto，Sumiyoshi－ku，Osaka558
Japan）
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深度300．5－290，9m，271．7－253．4m，223．1－216．Om，163．6－

149．4m，128，3－104．9m，96．7－86．4m，66．0－58。9m，53。0－

41．8m，36．7－30．lmの各海成粘土層は，Ma－1，MaO，

Mal，Ma2，Ma3，Ma4，Ma5，Ma6，Ma7層にそれぞれ
対比可能であることを明らかにした．今回，夕陽丘ボー

リングコアで明らかにした岩相・火山灰層序は，今後周

辺域で掘削されるボーリングの層序や地下地質研究を進

める上で，基準になると考えられる．

1．はじめに

　大阪平野およびその周辺に分布する第四系の層序は，

岩相・火山灰層序学的研究によって組み立てられてき

た．陸上部に分布する鮮新一更新統の大阪層群や中・上

部更新統の段丘堆積層については，すでにその詳細な層

序が解明されている（市原，1960；市原ほか，1990；吉

川ほか，1986；市原編，1993）。しかし，盆地中心部の

第四系については，これらが平野地下深くに伏在してい

ることから，その層序学的研究は遅れている．

　大阪平野の地下に伏在する第四系は，山根（1930）に

よって地下浅部の層序の概要が報告されて以降，建築物

Keywords：Osaka　plain，　Quatemary・，　Osaka　Group，
htho－stratigraphy，tephrostratigraphy，volc　anic　ash　layer，
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の基礎調査ボーリングの資料が増加するとともに，平野

地下浅部に分布する上部更新統一完新統の層序が次第に

明らかになってきた（日本建築学会近畿支部・土質工学

会関西支部，1966；梶山・市原，1972；吉川ほか，1986）．

また，大阪湾湾岸部の大規模開発にともなって，100－

200m深まで達するボーリングが数多く掘削され，地下

に分布する中部一上部更新統の岩相・火山灰・花粉層序

学的研究が進展した（吉川，1981；中世古編，1984；

Fumtani，1989；土質工学会関西支部・大阪湾海底の地

盤研究委員会，1990；Ogura6厩ム，1992；吉川ほか，1993）．

しかし，より深部に発達する中・下部更新統について

は，深層まで達するボーリングが少ないこともあり，地

盤沈下対策のために掘削された9本の深層ボーリング

（OD－1，…　OD－9）によってその岩相層序の概要が判

明している程度である（lkebeε孟砿，1970；吉川ほか，

1987）．

　このような地下地質研究の現状にあって，1995－1996

年に，主に地下水位観測を目的とした深層ボーリングが

近畿地域西部において地質調査所により掘削された（佃

ほか，1996）．このうちここで報告する夕陽丘ボーリン

グは，大阪市天王寺区夕陽丘において「天王寺観測井」

のために掘削されたものである．これは地下深部約600m

に達するオールコアボーリングであることから，今後，

大阪平野地下の第四系の層序学的研究に重要な役割を果

たすと考えられる．本論文では，この夕陽丘ボーリング

コアについて，その岩相層序と火山灰層序を詳しく報告

し，挟在する海成粘土層と鍵層である火山灰層の岩相・

岩石記載的性質に基づいて，大阪層群の標準層序との対

比，さらに大阪平野地下の第四系層序の基準となってい

るOD－1・OD－2ボーリングコアとの比較を行う．

　本研究で使用したコア試料は地質調査所が平成7年度

から8年度にかけて実施した「近畿地域西部における地

震予知観測研究」のうち天王寺観測井整備のためのボー

リングで得られたものである。大阪市市民局市民部安全

対策課及び同建設局花と緑の推進本部の方々には天王寺

観測井設置に当たって用地の確保等，種々ご配慮いただ

いた．また，地元住民の皆様には工事中ご迷惑をおかけ

したにも係わらず忍耐強くご協力いただいた．以上の

方々に心より感謝申し上げる．

2．大阪平野地下の第四系の概要

　大阪平野地下の第四系層序の概要は，地盤沈下調査の

ために掘削された深層ボーリング（OD－1，…

OD－9）の研究によって，明らかにされた（lkebe6‘砿，

1970）．基準となるOD－1（大阪市港区田中），OD－2（大

阪市都島区都島南通り）のボーリングによると，大阪平

野地下の第四系は基盤の花尚岩類を不整合に覆う厚さ

1300m以上の未固結堆積物からなり，下位より順に大阪

層群，段丘層相当層の“上部洪積層（Upper　Pleistocene

Formation）”，沖積層の難波累層に区分される．これら

の地層中には，鍵層である数層の火山灰層と指標層であ

る15層の海成粘土層が挟まれる（lkebe6渉αZ．，1970；梶

山・市原，1972；吉川ほか，！987），

　その後，丘陵部に分布する大阪層群，平野地下の中・

上部更新統の層序学的研究の進展によって，第四系に挟

まれる80層以上の火山灰層序が解明された（ltihara6‘

α‘，，1975；大阪層群最下部団体研究グループ，1992；吉

川ほか，1993；宮川ほか，1996）．また，指標層である

海成粘土層についても，市原ほか（1984）の丘陵部での

Ma－1層の層序的位置の解明，Furutani（1989〉の平野地下

での，Mall（1）層，Mall（2）層，Mall（3）層の発見に

よって，各海成粘土層の層序が明確にされた．その結

果，海成粘土層は，Ma－1，MaO，Mal…　　Mal3層とよ

ばれる17層の存在が確認されている．このうち，Ma－1

～MalO層は大阪層群，Mall（1），（2），（3）層とMal2層

は段丘層相当層，Mal3層は難波累層中に挟まれると考

えられている（市原，1993）．

　大阪平野地下の地質構造は，前述の深層ボーリングに

よって平野中央部を南北に伸びる上町上昇帯，その両側

の沈降部（西側は西大阪沈降部，東側は東大阪沈降部）

の存在が明確にされた（lkebe6汐砿，1970）．そして，西

大阪沈降部で掘削されたOD－1ボーリングは深度907mで

も基盤に達しなかったのに対して，上町上昇帯で掘削さ

れたOD－2ボーリングは656mで基盤の花商岩類に到達し

たことから，上町上昇帯の西側には落差数100mの上町

断層の存在が指摘された（lkebeε知五．，1970〉．今回の夕

陽丘ボーリングは，上町上昇帯に位置する上町台地にお

いて深度約600mまで掘削された．第1図にボーリング

掘削地点，および大阪平野地下第四系の基準になってい

るOD－1とOD－2ボーリング地点を示す．

3．コアの岩相，火山灰の岩石記載的性質の記載方法

　ボーリングコアの岩相観察は，掘削後すぐに約1m毎

に分割されたコア（直径85mm）を用いて，岩相・色

調・粒度・構成物・内部堆積構造などを記載した。ま

た，約6ヶ月後に再度，色調・析出物（硫黄の黄色粉，

石膏の針状結晶など）・割れ方などの岩相観察を行い，

海成粘土層の識別を行った．なお，海成層の識別は，市

原・市原（1971）に従った．

　岩相観察によって見いだされた火山灰層は，岩相・岩

石記載的性質を記載した．なお，岩石記載的性質は，吉

川（1976），Yoshikawa（1984）の火山灰の記載と同様，

火山灰試料を水洗・飾別し，50℃以下で乾燥させた後，

必要に応じてブロモホルムで比重選鉱した．この処理後

の1／4－1／16mmの粒度について，岩石記載的性質を記載

した．記載項目は，鉱物組成（火山ガラス，長石，石
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大阪市天王寺区夕陽丘600mボーリングコアの岩相・火山灰層序（吉川　ほか）
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第1図　ボーリング地点図（市原，1993を一部修正）

　YU：夕陽丘ボーリング　OD－！・OD－2：0D－1・OD－2ボーリング
Fig．l　Localities　of　the　boring　sites（modified　from　Itihara，1993），

　YU：Yuhigaoka　boring　site，OD－l　and　OD－2：Boring　sites　of　OD－1and　OD－2．

英，重鉱物の個数比），重鉱物組成（黒雲母，角閃石，

斜方輝石，単斜輝石，ジルコン，燐灰石，不透明鉱物の

個数比），火山ガラスの色・形状・屈折率，各種鉱物の

特徴などである．なお，火山ガラスの形状は吉川
（1976）に基づいて，扁平型（Ha型＋Hb型），中間型

（Ca型＋Cb型），多孔質型（Ta型＋Tb型），その他に

区分した．火山ガラスの屈折率（n）の測定は，

Yoshikawa（1984）による位相差偏光顕微鏡下で標準ガ

ラスを用いた分散法によった．測定誤差は±0．001以下と

見積られている．

4、タ陽丘ボーリングコアの岩相・火山灰層序

　ボーリングは，大阪市天王寺区夕陽丘く34039’！7”N，

135。30’54”E）の標高20mの上町台地面（中位段丘面）か

ら，深度603．Omまで掘削された．コアの回収率は良く，

掘削時に採取された総コア長は約512．5mで，掘削深度の

約85％である．これらのコアの岩相観察結果に基づいて

岩相・火山灰層序を述べる．

　本ボーリングコアは，主に未一半固結の砂礫・砂・シ

ルト・粘土層からなり，21層の火山灰層を狭在する．岩

相の違いによって，淡水成の砂層優勢のシルト層との互

層からなる深度603．0－320．8mの下部（YU－A層と呼ぶ）と

比較的に厚い海成粘土層と淡水成の砂・シルト層の互層か

らなる深度320β一20．Omの上部（YU－B層と呼ぶ）に2大区

分できる．以下，下位より順に岩相を述べる（第2図参照）．

4．1YU－A層

深度603，0－320．8mのYU－A層は，砂層・シルト層主体

で，砂礫層や粘土層を伴う淡水成の堆積物からなり，3

層の火山灰層を狭在する．本層は，岩相の違いによっ

て，砂層とシルトー粘土層の互層からなる深度603，0－357．7m

の地層と砂・砂礫層主体の深度357．7－320．8mの地層に細

分できる。

　深度603．0－357，7m：本層は主として砂層とシルト・粘

土層の互層からなるが，下位より順に，深度603．O－594．3m

は厚さ3m以下の淡緑灰一青灰色シルト・粘土層と灰一淡

緑灰色の極細・細粒砂層の互層，深度594．3－580．2mは灰

色の極細一極粗粒砂層主体で厚さO．2m以下の薄い青灰色

シルト層を挟む地層，深度580．2－543．Omは灰一青灰色の

極細一中粒砂層と厚さ3m以下の淡緑灰一青灰色粘土・シ

ルト層の互層，深度543．0一約503mは灰色の中一極粗粒砂

層と厚さ3m以下の青灰一淡緑灰色シルト・粘土層の互

層，深度約503－485．4mは灰色の極細・細粒砂層と厚さ

2m以下の緑灰一青灰色シルト・粘土層の互層，深度

485．4一約408mは灰色の中一極粗粒砂層と厚さ3．5m以下の

青灰一淡緑灰色シルト・粘土層の互層，深度約408－357．7m

は灰色の極細一中粒砂層と厚さ3m以下の青灰一淡緑灰色

シルト・粘土層の互層で深度370．5m付近に粗・極粗粒砂

と砂礫層を挟む地層からなる．

　本層を構成する粘土・シルト層は淡緑灰一青灰色を呈

し，厚さ3m以下である．これらの地層中には，しばし

ば砂粒・木片・植物根が含まれ不均質である．有機物も

しばしば含まれ，多く含む場合は暗褐一褐色の有機質シ

ルト・粘土層となる．また，比較的厚い粘土層中には，

藍鉄鉱を産する。シルト層中には平行葉理が発達する場

合がある．極細一極粗粒砂層は，灰一青灰一淡緑灰色を呈

し，その厚さは3m以下である．極細・細粒砂層には平

一663一一



地質調査所月報（第48巻第12号）
depth（皿）

01

→

1・1

20－4
　　→

　　弓

　　4

　　1

「
コ

，。コ

40

50

！

4

　　V
YU49

50

60

コ

7，1

「

催
「

　　→
　　一

80一

90

100

YU64

YU65

110

→

、2，1

コ
　　　→

　　　ヨ

　　　ヨ

1300

140

150

第2図
Fig．2

YU107

YU113

YU177

YU123

YU128

150

160

170

　　　ヨ

　　　1

180司

190

200

200

210

YUl63　　」

　　　　220

粗、，31

」

　　　→

230一

240

250

250

一YU210260

270

イ
」

　　　1

2801

YU240290

夕陽丘ボーリング柱状図

Geologic　log　of　the　Yuhigaoka　boring．

300

YU261

YU263

YU277

YU296

3GOl

　　　→

310

320

コ

　　　→

330ヨ
　　　→

　　　d

　　　1

「
340q

350

騒

4

664



350

360

370

ii嚢iiii3i

，；丁

1
・二」

1…毎

！

〕

1
ヨ

4

　　輔

380＿！

　　！

390

400

大阪市天王寺区夕陽丘600mボーリングコアの岩相・火山灰層序（吉川

400

liililil

　　　ツ
、…、，……………：…IYU384

奨

410

420

430

440

’1’11vv

　　　v450

→

！

．．，YU400

…1毒……

li

450

460

・3・3・3・．・3

1

『

1
：
i

」

470

　　q

　　ヨ

48。d

1
i
「 原
→

＿一

→

i…ilii

500 550「

510コ　560

糧
d
，
1 ヨ　1

　　　　　　　　　　ヨ

520

1
「
→

530コ

490　　　・．　　　　　540

　　1
　　　　1　　　，　　　臼　　　　　　　■　　　■

　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一

500

讐

！iYU542

570

5801

590

600

600

　ほか）

　L＄gend

　　　　marine　clay

　　　　clay

　　　　s麗

　　　　fine　sand

　　　　medium　sand

　　　　coarse　sand

　　　　granule

33＝3＝3332；　pebble　gravel

vv　vv　v　volcanic　ash

人」㌧　　『oo欄et

《plantfragments

一665一一



地質調査所月報（第48巻第12号）

行・斜交葉理がよく発達し，その葉理にそって植物片・

木片が濃集する場合がある．中一極粗粒砂層には斜交葉

理や斜交層理がしばしば発達する．中一極粗粒砂層の多

くは上方へ細粒化し，それらの砂層下部には径1cm以

下のチャート・花嵩岩礫，木片・シルトの偽礫がよく含

まれる．砂礫層は灰色を呈し，厚さ1m以下である．基

質は中一極粗粒砂，径5cm以下のチャート・花崩岩・泥

岩の礫を含む．

　深度541．6mにYU542火山灰層，深度400．2mにYU400

火山灰層，深度383．7mにYU384火山灰層が挟まれる．

　深度357。7－320．8m：砂・砂礫層主体の地層からなり，

薄いシルト・粘土層を挟む．本層は，下半部では粗・極

粗粒砂層や砂礫層を多く挟み，上半部では極細一中粒砂

層が主体となる．

　本層を構成する粘土・シルト層は青灰一暗灰色を呈

し，その最大層厚1mで，多くは0．5m以下である．これ

らの地層中には，しばしば砂粒・植物片が含まれる．シ

ルト層中には平行・斜交葉理がよく発達する．極細一極

粗粒砂層は，灰一暗灰色を呈し，その厚さは3m以下で

ある．極細・細粒砂層には平行・斜交葉理がよく発達

し，植物片がまれに含まれる．中一極粗粒砂層には斜交

葉理や斜交層理がよく発達し，細礫，シルトの偽礫がま

れに含まれる。砂礫層は灰色を呈し，厚さ1m以下であ

る．その基質は中一極粗粒砂で，径5cm以下のチャー

ト・花闘岩・泥岩礫を含む．

　4，2　YU－B層

　深度320．8－20．OmのYU－B層は，13層の海成粘土層と

淡水成の砂・シルト層の互層からなり，18層の火山灰層

を挟む．13層の海成粘土層は，それぞれ深度300．5－290．9m，

271．7－2534m，241．O－234．7m，223．1－216．Om，197．4－1934m，

1838－180．5m，173．8－169。2m，！63．6－！49．4m，128．3－lO4．9m，

96．7－86．4m，66．〇一58．9m，53．O－41．8m，36．7－30。lmに存在

する．これらの海成粘土層を基準に岩相を述べる．

　深度320．8－300．5m：灰一暗灰色の砂層と青灰一暗灰色の

シルト・粘土層の互層からなる．本層を構成する砂層は

厚さ2m以下の極細・細粒砂層が主体で，平行・斜交葉

理がしばしば発達する．この葉理にそって植物片がよく

濃集している．シルト・粘土層は厚さ2m以下で，砂

粒・植物片や植物根をしばしば含む．深度304．3mに

YU304火山灰層を挟む．

　深度300．5－290．9m：暗灰色の海成粘土層である．全体

に均質であるが，最上部0．lmはシルト質となり，砂粒や

植物片を含む．深度296．2mにYU296火山灰層を挟む．

　深度290．9－27！．7m：灰色の砂層と青灰一暗灰色のシル

ト・粘土層の互層からなる．砂層は厚さl　m以下の極細

一極粗粒砂層で，粗・極粗粒砂層は上半部に狭在され

る．極細・細粒砂層には平行・斜交葉理，中一極粗粒砂

層には斜交層理がよく発達する．これらの砂層中には木

片・植物片やシルトの偽礫が含まれる．シルト・粘土層

は，最大層厚3m，多くは0．5m以下で，砂粒・植物片や

植物根をよく含む．深度276βmにYU277火山灰層を挟む．

　深度271．7－253．4m：暗灰色の海成粘土層からなり，ま

れに植物片・木片を含む．本層は全体に均質であるが，

最上部はシルト質となり，厚さ1cm以下の極細・細粒

砂のレンズ状薄層を数枚挟む．深度262．9mにYU263火

山灰層，深度261．OmにYU261火山灰層を挟む．

　深度253．4－24！．Om：砂層とシルト層の互層からなる

が，下部（深度253．4－251．Om）は青灰一暗灰色のシルト層

優勢の灰色の極細・細粒砂層との互層，中部（深度251つ一

246．8m）は中・粗・極粗粒砂層主体の地層，上部（深度

246．8－241．Om）は青灰一暗灰色シルト層優勢の灰色極細・

細粒砂層との互層からなる．これらの各層を構成する砂

層は厚さ1．Om以下で，極細・細粒砂層には平行・斜交葉

理，中一極粗粒砂層には斜交層理がよく発達する．中一極

粗粒砂層には，植物片・木片や径0．5cm以下のチャー

ト・花闘岩の礫が含まれる．

　深度241．O－234．7m：暗灰一緑灰色の均質な海成粘土層が

主体で，その最上部O．5mはシルト質となり，厚さO．5cm

以下の極細・細粒砂のレンズ状薄層を数枚挟む．深度

239．9mにYU240火山灰層を挟む．

　深度234．7－223．lm：灰一暗灰色の中・粗・極粗粒砂層が

主体の地層からなるが，上部（深度230．3－223。lm）は青

灰一灰色のシルト層と灰色の細・中・粗粒砂層の互層か

らなる．砂層は厚さ2．5m以下で，極細・細粒砂層には平

行・斜交葉理，中一極粗粒砂層には斜交層理がよく発達

する．中一極粗粒砂層には，植物片・木片や径0．5cm以下

のチャート・花崩岩の礫が含まれる．

　深度223．1－216．Om：暗灰一暗緑灰色の均質な海成粘土層

からなるが，最下部0．2mは砂粒・細礫を含み，厚さ1

cm以下の極細・細粒砂のレンズ状薄層を数枚挟む．ま

た，最上部0．2mはシルト質になる．

　深度216．0－1974m：灰色の極細一中粒砂層と青灰一灰一暗

灰色のシルト・粘土層の互層からなる．砂層は厚さ2．5m

以下で，斜交層理や斜交葉理が顕著に発達し，木片・細

礫やシルトの偽礫をしばしば混入する．シルト層は厚さ

1．5m以下で，砂粒を含み，平行葉理がまれに発達する．

深度209．8mにYU210火山灰層を挟む．

　深度197．4－193．4m：暗灰一暗緑灰色の均質な海成粘土層

主体である．最上部0．7mはシルト質となり厚さO．5cm以

下の細粒砂のレンズ状薄層を数枚挟む．

　深度193．4－183．8m：灰色の極細一中粒砂層と青灰一暗灰

色のシルト層の互層からなる．砂層は厚さ1．5m以下で，

斜交層理や斜交葉理が顕著に発達し，木片・細礫やシル

トの偽礫をしばしば混入する．シルト層は厚さ0．5m以下

で，砂粒を含み，平行葉理がまれに発達する．

　深度183．8m－180．5m：暗灰一暗緑灰色の均質な海成粘土

一シルト層主体であるが，上部1mに厚さ0．5cm以下の細
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粒砂のレンズ状薄層を数枚挟む．

　深度180．5－173．8m：灰色の極細一中粒砂層主体で，厚さ

0．5m以下の青灰一灰色シルト層を挟む地層からなる．砂

層は厚さl　m以下で，斜交層理や斜交葉理が発達する．

　深度173．8m－169．2mは暗灰一暗青灰色の均質な海成粘土

一シルト層ある．深度172．5mにYUl73火山灰層を挟む．

　深度169．2－163．5m：灰色の極細一粗粒砂層主体で，上半

部に厚さ0．3m以下の青灰一灰色シルト層を挟む地層から

なる．本層を構成する砂層は厚さ1．5m以下で，斜交層理

や斜交葉理が発達する．

　深度163．6－149．4m：暗灰一暗青灰色の均質な海成粘土層

が主体であるが，上半部の深度158．5－149．4mはしばしば

シルト質となり，厚さ1cm以下の極細・細粒砂のレン

ズ状薄層を挟むようになる．細粒砂中には斜交葉理が発

達する．深度162．6mにはYUl63火山灰層を挟む．

　深度149．4－128．3m：深度149．4－144．7mは青灰一灰色シル

ト層と灰色の極細一中粒砂層との互層，深度144．7－130．8m

は灰色の極細一粗粒砂層主体で灰一青灰色シルト層を挟む

地層，深度130．8－128．3mは灰一淡緑灰色のシルト・粘土

層主体で灰色の極細一中粒砂層および黒一茶褐色泥炭層を

挟む地層からなる．これらの地層を構成するシルト・粘

土層は厚さ1．5m以下で，砂粒を含む．砂層は厚さ2m以

下で，極細・細粒砂層には平行葉理，中一極粗粒砂層に

は斜交層理がよく発達する．また，中一極粗粒砂層は正

級化し，径l　cm以下の泥岩・チャート・花歯岩・流紋

岩の礫やシルトの偽礫をしばしば含む．

　深度128．3－104．9m：暗灰一暗青灰色の均質な海成粘土層

からなり，まれに植物片が含まれる．また，最上部1m

には厚さ1cm以下の細粒砂のレンズ状薄層が数枚挟ま

れる．深度127．5m，123．Om，ll6．8m，ll2．8m，1074mに

YUl28，YUl23，YUll7，YUll3，YUlO7の5層の火山灰
層を挟む．

　深度104。9－96．7m：灰色の中・粗・極粗粒砂層が主体

で，上部に厚さlm以下の灰一青灰色粘土・シルト層を

挟む．砂層は厚さ2m以下で，斜交層理がよく発達し，

径1cm以下のチャート・花嵩岩礫やシルトの偽礫を含
む．

　深度96．7－86．4m：暗灰一灰色の均質な海成粘土層からな

り，まれに木片・植物片を含む．最下部O．2mには厚さ

0．5cm以下の極細・細粒砂のレンズ状薄層が数枚挟まれ
る．

　深度86．4－66．Om：深度86，4－77．2mは灰色の中・粗・極

粗粒砂層が主体で，薄い灰色のシルト層をまれに挟む地

層，深度77．2－66．Omは青灰一灰色のシルト・粘土層と灰

色の細一粗粒砂層の互層からなる．これらの各層を構成

するシルト・粘土層は厚さ3m以下で，砂粒・植物片や

植物根を含む．砂層は厚さ2m以下で，極細・細粒砂層

には平行・斜交葉理，中一極粗粒砂層には斜交層理がよ

く発達する．また，中一極粗粒砂層には径l　cm以下の泥

岩・チャート・花歯岩礫やシルトの偽礫がしばしば含ま

れる．

　深度66．0－58。9m：暗灰一緑灰色の均質な海成粘土層から

なるが，植物片・木片をまれに含む．深度65．lmに

YU－65火山灰層，深度64．OmにYU64火山灰層を挟む．

　深度58。9－53．Om：灰色の砂層が主体で，厚さ0．2m以下

の灰色の砂質シルト層をまれに挟む．砂層は厚さ1．5m以

下の細一極粗粒砂層からなり，中一極粗粒砂層には細礫が

含まれる．

　深度53．O－41．8m：暗灰色の均質な海成粘土層からなる

が，まれに植物片を含む．なお，最下部2mと最上部1m

はシルト質である．深度50．4mにYU50火山灰層，深度

48．8mにYU49火山灰層を挟む．

　深度41．8－36．7m：灰色の砂層が主体で，厚さ0．2m以下

の灰色の砂質シルト層をまれに挟む．砂層は厚さ1m以

下の細・中・粗粒砂層からなり，細礫や植物片をしばし

ば含む．

　深度36．7－30．lm：暗灰一灰色の均質な海成粘土層からな

り，まれに植物片・木片を含む．

　深度30．1－20．Om：灰色の砂層が主体で，厚さ0．lm以下

の灰色の砂質シルト層をまれに挟む．砂層は厚さ1m以

下の極細一極粗砂層からなる．中一極粗粒砂層には斜交層

理が発達し，径2cm以下のチャート・花闘岩礫がしば

しば含まれる．

5．夕陽丘ボーリングコア火山灰層の岩相・

　　　　　岩石記載的性質

　ボーリングコアに挟まれる21層の火山灰の岩相を述

べ．主要な火山灰については岩石記載的性質を記載する

（第1表参照）．

　YU542火山灰層：厚さ360cmのガラス質火山灰であ

る．下部12cmは明灰一白色の極細粒砂一シルトサイズ火

山灰で，径0．3cm前後の火山豆石を含む．中部8cmは淡

赤紫色の極細粒砂一シルトサイズ火山灰で，最下部に重

鉱物を含む．上部340cmは白一灰白色の中一極細粒砂・シ

ルトサイズ火山灰が互層し，平行葉理が発達する火山灰

で，下半部に径lcm前後の軽石を含む．下部の火山灰は

ガラス主体で，微量の長石を伴う．ガラスは無色透明・

扁平一中間型・n＝1．499－1．503である．重鉱物は斜方輝

石・不透明鉱物と微量の単斜輝石・角閃石・黒雲母から

なる．中部の火山灰はガラス主体で，微量の長石・重鉱

物を伴う．ガラスは無色透明・中間一扁平型・n・1．500－

1．502が主体であるが，まれに高屈折率の淡褐色・多孔質

型を含む．重鉱物は緑褐色角閃石と少量の斜方輝石・不

透明鉱物，微量の単斜輝石からなる．上部の火山灰はガ

ラス主体で，微量の長石を伴う．ガラスはガラスは無色

透明・扁平一中間型・n＝1．498－1，502である．重鉱物は主

に角閃石・黒雲母・斜方輝石・不透明鉱物からなる．
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第1表夕陽丘ボーリング火山灰の岩石記載的性質

Table　l　Characteristics　of　the　volcanic　ashes　obtainecl　from　the　Yuhigaoka　boring．

　　　　　　　Mineral　cOmpGsition
Y・lcanicash　Gl．Fl．Qz．Hm．（％）

　　　Glass
Shape　　Refractive　Index

　Heavy　minera．l　compositiOn
Bi．　Am．　Op．　Cp．　Zr．　Ap．　Oq．（％）

YU542（lower）
YU542（middle）
YU542（upper）
YU400
YU277
YU263
YU261
YU240
YU210
YU173
YU163
YU128
YU123
YU117
YU107
YU65
YU64
YU50
YU49

98
97
95
87

＊

48
77
61

90
27
78
96

0
98
64
99
94
90
74

2
2
5

11

78
38
19

30

8
54
14

3
73

2
32

＊

2
9

14

＊

1
＊

1
17
13

4
9
1
13

7
1
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1　　5
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30　43
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＊　　6

Mineral　composition
Shape　of　glass
Heavy　mineral　composition

G1：Glass　Fl：Feldspar　Qz＝Quartz　Hm：Heavy　minerals
H：H－type　shards　C：C－type　shards　T：T－type　shards
Bi：Biotite　Am：Amphibole　OP：Orthopyroxene　Cp：Clinopyroxene　Zr：Zircon
Ap：Apatite　Oq：Opaque　minerals
＋＋　　Abundant　　　　＋　　colnmon　　　　　　＊　　1％＞

　YU400火山灰層：厚さ60cmの明灰一白色のガラス質火

山灰で，下位より順に，厚さ1cmの細粒砂サイズ火山

灰，厚さ19cmのコンボリュート葉理の発達する極細粒

砂一シルトサイズ火山灰，厚さ40cmのシルトサイズ火山

灰からなる．火山灰はガラス主体で，少量の長石，微量

の重鉱物を伴う．ガラスは無色透明，中問一扁平型，n＝

1．501－1．511である．重鉱物は不透明鉱物と少量の角閃

石・斜方輝石・燐灰石からなる．

　YU384火山灰層：厚さ3cmの灰白色・シルトサイズ

のガラス質火山灰である。

　YU304火山灰層：厚さ5cmの黄白一灰色・細粒砂サイ

ズの火山灰である．

　YU296火山灰層：厚さ6cmの黄白色・細粒砂サイズ

のやや結晶質火山灰である．

　YU277火山灰層：厚さ2cmの黄白色・細粒砂サイズ

の結晶質火山灰である．火山灰は長石，少量の重鉱物・

石英，極微量のガラスからなる．重鉱物は緑色角閃石主

体で，微量の燐灰石・不透明鉱物・黒雲母を伴う．

　YU263火山灰層：厚さ1cmの白一灰白色のやや結晶質

火山灰で，下部0，5cmは細粒砂サイズ・ややゴマシオ

状，上部0，5cmはシルトサイズ火山灰からなる．火山灰

は長石・ガラス，少量の重鉱物，微量の石英からなる．ガ

ラスは無色透明，多孔質一中間型，n・1．499－1．504である．

重鉱物は，緑色角閃石主体で，微量の不透明鉱物を伴う．

　YU261火山灰層：厚さ2．5cmで，その下部lcmは白一

黄白色・細粒砂サイズのやや結晶質火山灰，上部1．5cm

は白色・シルトサイズの火山灰からなる．火山灰はガラ

スと少量の長石・重鉱物，微量の石英からなる．ガラス

は無色透明，多孔質一中間型，n＝1。499－！，504である．重

鉱物は，緑色角閃石・黒雲母主体で，微量の燐灰石・不

透明鉱物を伴う．

　YU240火山灰層：厚さllcmの白一灰白色・中一極粗粒

砂サイズのやや結晶質火山灰で，径l　mm以下の軽石片

を含む．火山灰はガラス・長石と少量の重鉱物からな

る．ガラスは無色透明一白色，多孔質一中間型，n＝1．500－

1．503である．重鉱物は，緑色角閃石主体で，少量の不透

明鉱物・燐灰石を伴う．

　YU210火山灰層：厚さ55cmのガラス質火山灰で，下

位より順に，厚さ9cmの白一淡桃色・極細粒砂一シルト

サイズ火山灰，厚さ6cmの灰白色・中一細粒砂サイズ火

山灰，厚さ16cmの淡桃一白色・極細粒砂一シルトサイズ

火山灰，厚さ8cmの淡桃一白色・中一細粒砂サイズ火山

灰，厚さ16cmの淡桃一白色・極細粒砂一シルトサイズ火

山灰からなる．火山灰はガラス主体で，少量の長石，微

量の重鉱物・石英を伴う．ガラスは無色透明，扁平一中

間型，n・1．499－1．502である．重鉱物は緑褐色角閃石と少

量の斜方輝石・不透明鉱物・単斜輝石，極微量の燐灰石

からなる．

　YUl73火山灰層：厚さ3cmの白一灰白色・細粒砂一シ

ルトサイズの結晶質火山灰で，径1mm以下の軽石片を

含む．火山灰は長石と少量のガラス・重鉱物・石英から

なる．ガラスは無色透明，多孔質一中間型，n＝1．504－1．

510である．重鉱物は緑一緑褐色角閃石主体で，少量の斜

方輝石，微量の不透明鉱物，極微量の燐灰石を伴う．

　YUl63火山灰層：厚さ2cmの白一黄白色・シルトー極

細粒砂サイズのやや結晶質火山灰である．火山灰はガラ
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スと少量の長石・重鉱物，微量の石英からなる．ガラス

は無色透明，多孔質一中問型，n・1．512－1．517である．重

鉱物は緑一緑褐色角閃石主体で，少量の斜方輝石，極微

量の不透明鉱物を伴う．

　YUl28火山灰層：厚さ35cmのガラス質火山灰で，下

位より順に，厚さ4cmの白・細粒砂一シルトサイズ火山

灰，厚さ13cmの赤紫色・シルトサイズ火山灰，厚さ5

cmの淡赤色・細粒砂サイズ火山灰，厚さ13cmの淡赤一

赤紫色・極細粒砂一シルトサイズ火山灰からなる．火山

灰はガラス主体で，少量の長石，微量の重鉱物を伴う．

ガラスは無色一淡褐色透明，中間一扁平型，n・1．513－1．516

である．重鉱物は斜方輝石・単斜輝石，少量の不透明鉱

物，微量の燐灰石・緑褐色角閃石からなる．

　YUl23火山灰層：厚さ2cmの黄白色・ややゴマシオ

状・細一中粒砂サイズの結晶質火山灰である．火山灰は

長石・重鉱物と少量の石英（高温型石英を含む）からな

る．ガラスは無色透明，多孔質一中聞型，nニ1．497－1．500

である．重鉱物は緑色角閃石・黒雲母主体で，少量の不

透明鉱物，微量の黒雲母・単斜輝石を伴う．

　YUll7火山灰層：厚さ2cmの灰白色・極細粒砂一シル

トサイズのガラス質火山灰である．火山灰はガラス主体

で，微量の長石・重鉱物を伴う．ガラスは無色透明，中

間一扁平型，n・1．510－1．511である．重鉱物は不透明鉱

物，微量の斜方輝石・角閃石・単斜輝石からなる．

　YUll3火山灰層1厚さ6cmの黄白一灰白色・ゴマシオ

状・中一細粒砂サイズの結晶質火山灰である．

　YUlO7火山灰層：厚さlOcmの黄灰色・シルトサイズ

の火山灰である．火山灰はガラス・長石と微量の石英・

重鉱物からなる．ガラスは無色一淡褐色透明の中間一多孔

質型，n・1，506－1．524である．重鉱物は斜方輝石・不透明

鉱物と少量の単斜輝石・角閃石，微量の黒雲母・燐灰石

からなる．

　YU65火山灰層：厚さ2cmの白色・シルトサイズのガ

ラス質火山灰である．火山灰はガラス主体で，極微量の

長石を伴う．ガラスは無色一淡褐色透明・多孔質一中間

型・n・1．518－1．524である．重鉱物は斜方輝石・単斜輝

石・不透明鉱物からなる．

　YU64火山灰層：厚さ2cmの灰一灰白色・シルトー極細

粒砂サイズのガラス質火山灰である．火山灰はガラス主

体で，微量の長石・重鉱物を伴う．ガラスは無色透明・

中間一多孔質型・n・1．513－1．520である．重鉱物は不透明

鉱物・燐灰石・斜方輝石と微量の角閃石・単斜輝石から

なる．

　YU50火山灰層：厚さO．5cmの灰白色・シルトサイズの

やや結晶質火山灰である．火山灰はガラスと少量の長

石，微量の石英・重鉱物からなる．ガラスは無色一淡褐

色透明・多孔質一中間型・n・1．518－1．527である．重鉱物

は斜方輝石・不透明鉱物，極微量の角閃石・ジルコン・

燐灰石からなる．

　YU49火山灰層：厚さ7cmの灰一灰白色・シルトサイ

ズの火山灰である．火山灰はガラス主体で，少量の長

石・重鉱物を伴う．ガラスは無色透明・中間型・n＝1。499－

1．501である．重鉱物は角閃石・斜方輝石と少量の不透明

鉱物，極微量の単斜輝石・燐灰石からなる．

6．考　　察

　夕陽丘ボーリングについて，岩相・火山灰層序，火山

灰層の岩相・岩石記載的性質を明らかにした．これらの

結果を基に，大阪府南部泉南・泉北地域の鮮新一中部更

新統大阪層群の標準層序（吉川，1973；Itihara8‘砿，

1975；Yoshikawa，1984；大阪層群最下部団体研究グ

ループ，1992），および大阪平野地下の基準層序となっ

ているOD－1・OD－2ボーリングの層序（lkebeα砿，

1970；吉川ほか，1987）との対比，とくに火山灰鍵層と

指標層である海成粘土層の対比を中心に検討する．本コ

アには，21層の火山灰層と9層の厚い海成粘土層が存在

する．下位より順に，これらの対比について述べる．

　YU－A層（深度603．0－320．8m）：淡水成の砂・シルト

層主体の本層は，第3図に示すようにOD－1とOD－2ボー

リングコアのOD－lA層とOD－2B－C層に岩相が類似する

ことから，これら各層の対比は可能と判断できる．ま

た，本層に挟まれる3層の火山灰層のうち，深度541．6m

のYU542火山灰層は特徴的な岩相・岩石記載的性質を示

す．この火山灰層は大阪層群最下部・下部境界に挟まれ

る福田火山灰層（ltihara6渉αZ。，1975；Yoshikawa，

1984）と岩相・岩石記載的性質が酷似する．両者は厚い

ガラス質火山灰で，火山豆石を含む白色・細粒砂一シル

トサイズ火山灰からなる下部，赤紫色・シルトサイズ火

山灰からなる中部，白一灰白色・中粒砂一シルトサイズ火

山灰からなる上部とそれぞれの岩相が酷似する．また，

岩石記載的性質についても，，両火山灰はガラスと微量の

結晶からなり，ガラスは無色透明・中間一扁平型・n＝1499－

1．503で，微量含まれる重鉱物は角閃石・斜方輝石主体で

ある．そして，両火山灰とも中部の赤紫色の部分では，

下部に比べ，鉱物組成における結晶の増加，重鉱物組成

における角閃石の増加が認めらる．これらのデータは

YU542火山灰層が福田火山灰層に対比できることを示し

ている．

　YU－B層（深度320．8－20．Om）：本層は海成粘土層と淡

水成の砂・シルト層の互層からなることから，OD－1

ボーリングのOD－IA層とOD－2ボーリングのOD－2D層

に対比できる（第3図）．本層中には多くの火山灰層を

挟むことから，火山灰層と指標層である厚い海成粘土層

のより詳細な対比が可能である．以下，下位より順にそ

れぞれの対比を述べる．

　深度271．7－253．4mの海成粘土層は，YU263，YU261の

2層の火山灰を挟在する．これらの火山灰層は類似した
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第3図　夕陽丘（YU）ボーリングとOD－1・OD－2ボーリングとの対比図

Fig．3　Geologic　correlation　between　the　Yuhigaoka　boring，and　OD－1，0D－2．
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岩相（白色のやや結晶質火山灰）とガラスの性質（無色

透明・多孔質一中間型で，n＝1．501前後）・重鉱物組成

（角閃石主体）などの岩石記載的性質を有する．MaO層

中のイエローH・皿火山灰層（光明池団体研究グルー

プ，1971；Yoshikawa，1984）は同様の特徴を持ってい

て，対比可能と思われる．この対比によると，深度271．7－

253．4mの海成粘土層はMaO層，この下位の深度300．5－

290．9mの海成粘土層はMa－1層に相当する．

　YU210火山灰層は，特徴的な淡桃色のガラス質火山灰

で，Mal層上位に挟まれるピンク火山灰層（ltihara，

1955；Yoshikawa，1984〉と岩相が酷似し，ガラスの性

質（無色透明・扁平一中間型で，n・1．500前後）・重鉱物

組成（角閃石＞斜方輝石．単斜輝石）などの岩石記載的

性質も類似することから，両者は対比できる．また，こ

の上位のYUl73火山灰層は，Ma2層の下位に挟まれる光

明池IV火山灰層（吉川，1973；Yoshikawa，1984）に対

比できる．両火山灰層は，岩相（白色．結晶質火山灰）

とガラスの性質（無色透明・多孔質一中間型で，n＝1．506

前後）・重鉱物組成（角閃石＞斜方輝石）などの岩石記

載的性質が類似している．さらに，この上位の深度163．6－

149．4mの海成粘土層中のYUl63火山灰層はMa2層中の

山田H火山灰層（ltiharaααZ．，1975；Yoshikawa，

1984）と，岩相（白色，シルトー細粒砂サイズ，やや結

晶質火山灰），ガラスの性質（無色透明・多孔質一中間

型，n・1．514前後），重鉱物組成（角閃石主体）などの性

質が類似し，対比可能である．これらの火山灰対比に基

づくと，深度223．1－216．Omと深度163．6－149．4mの海成粘

土層は，Mal層とMa2層に相当する．なお，MaO層とMa

1層間に挟まれる深度241．0－234．7mの薄い海成粘土層，

Mal層とMa2層間に挟まれる深度197．4－193．4m，183．8m－

180．5m，173．8－169．2mの3層の比較的薄い海成粘土層

は，今まで未記載の海成粘土層である．

　深度128。3－104。9mの海成粘土層は，5層の火山灰を挟

む．この中で，YUl28火山灰層は，特徴的な赤紫色のガ

ラス質火山灰で，Ma3層中に挟まれ，大阪層群下部と上

部の境界を示すアズキ火山灰層（ltihara，1955；

Yoshikawa，1984）と岩相が酷似し，ガラスの性質（無

色一淡褐色透明・中問一扁平型で，n＝1．513－1．516前後）・

重鉱物組成（斜方輝石・単斜輝石主体）などの岩石記載

的性質が類似することから，両者は明確に対比できる．

さらに，この上位にあるYUl23・YUll7・YUll3火山灰

層は，層序的位置関係および岩相・岩石記載的性質の類

似性から，アズキ火山灰層の上位に存在するトヨダ池・

盆ノ池・狭山火山灰層（吉川，1973；Yoshikawa，1984；

大阪層群最下部団体研究グループ，1992）にそれぞれ対

比可能である。これらの火山灰の対比は，深度128．3－

lO4．9mの海成粘土層がMa3層に相当すること，この上位

の深度96．7－864mmの海成粘土層がMa4層に相当する可

能性を示している．

　深度66，0－58．9mの海成粘土層中に挟まれるYU65と

YU64火山灰層は，Ma5層中の八町池1・H火山灰層
（Itihara，1955；Yoshikawa，1984）に対比できる．こ

れらの火山灰層は白色ガラス質火山灰で，ガラスの性質

（無色透明・中間一多孔質型で，n・1．520前後）・重鉱物

組成（斜方輝石・単斜輝石主体）などの岩石記載的性質

が酷似する．これらの対比によると，深度66．0－58．9mの

海成粘土層はMa5層に相当し，この上位の深度53．O－418m，

36．7－30。lmの海成粘土層は，それぞれMa6層とMa7層に

相当する可能性を示している．

7．まとめ

　大阪平野中央部の大阪市天王寺区夕陽丘の標高20mの

上町台地面（中位段丘面）から，深度603．Omまで掘削さ

れた夕陽丘ボーリングコアの岩相・火山灰層序，挟在す

る火山灰層の岩相・岩石記載的性質を明らかにした．そ

して，海成粘土層の挟在層準と鍵層である火山灰層の岩

相・岩石記載的性質に基づいて，陸上部の大阪層群標準

層序，さらに大阪平野地下の第四系の標準となっている

OD－1・OD－2ボーリングコアとの対比を行った．その結

果，1）深度603．0－320．8mの淡水成の砂・シルト層主体の

YU－A層は，OD－1とOD－2ボーリングコアのOD－IA層

とOD－2B－C層に相当し，深度541。6mに挟まれるYU542

火山灰層は福田火山灰層に対比できること，2）深度320．

8－20．Omの海成粘土層と淡水成の砂・シルト層の互層か

らなるYU－B層はOD－1ボーリングのOD－IA層とOD－2

ボーリングのOD－2D層に相当し，本層中のYU263，

YU261，YU2！0，YU173，YUl63，YUl28，YUl23，

YUll7，YUll3，YU65，YU64火山灰層は，イエロー
豆・皿，ピンク，光明池IV，山田H，アズキ，トヨダ

池，盆ノ池，狭山，八町池1・1工火山灰層に対比できる

こと，3）これらの火山灰対比に基づくと，深度300．5－290．

9m，271．7－253．4m，223．1－216．Om，163．6－149．4m，128．

3－104．9m，96．7－86．4m，66．0－58、9m，53．0－41．8m，36．7－30．

lmの各海成粘土層は，Ma－1，MaO，Mal，Ma2，Ma3，

Ma4，Ma5，Ma6，Ma7層にそれぞれ対比可能であること

を明らかにした．今回，夕陽丘ボーリングコアで解明し

た岩相・火山灰層序は，今後周辺域で掘削されるボーリ

ングの層序や地下地質研究を進める上で，基準になると

考えられる．
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